要約


[image: image1.png]RS-k

[
i [ TRTR e, T

o | OFLANR s AT ORI

BB RATRET. TR IAE

so-| g3k

I P TR
R i
Tama e ors |
SERTIAORETERY
T
FARTa ]
=-| B v ot i

LA e e
T et twsnted
H A

jnli— ——

P T
RIS




(57)【要約】
【課題】 ユーザの操作を不要として、ガンマ補正テーブルを自動更新することで、高画質な画像形成を容易に行うことができる画像形成装置を提供する。
【解決手段】 階調パタンを印刷し（Ｓ１）読み込んだ（Ｓ２）結果に基づくガンマ補正テーブルＴ０（Ｓ３）により、階調パタンを補正して、今度は感光体ドラム等に印字し（Ｓ４）、この測定濃度を基準濃度値ＤＲとして保存する（Ｓ５）。以降は、ユーザが操作することなく、設定された自動タイミングで、読み出した階調パタンＰを先のガンマ補正テーブルＴ０により補正して、感光体ドラム等に印字し（Ｓ６）、この測定濃度Ｄと先の基準濃度値ＤＲとの偏差濃度ΔＤとを求め（Ｓ７）、これに基づき、最新のガンマ補正テーブルＴを作成し更新する（Ｓ８）。これにより、高画質な画像形成が自動的に可能となる。


請求の範囲


【特許請求の範囲】
【請求項１】 画像形成装置であって、所定記憶領域に格納された階調パタン情報を読み出し、これに応じた画像を画像記録媒体上に形成するパタン形成手段と、前記パタン形成手段により形成された前記画像記録媒体上の階調パタン情報に応じた画像をスキャナを用いて読み取り、読み取った画像情報に基づいて第１ガンマ補正テーブルを生成する第１生成手段と、前記所定記憶領域に格納された前記階調パタン情報を読み出し、前記第１生成手段が生成した前記第１ガンマ補正テーブルに応じてこれを補正し、補正された前記階調パタン情報に応じた画像を像担持体上に印刷する第１印刷手段と、前記第１印刷手段が前記像担持体上に印刷した画像の濃度をトナー付着量センサにより検出し、この画像濃度を基準濃度値として記憶領域に記憶する記憶手段と、任意のタイミングで、前記所定記憶領域に格納された前記階調パタン情報を読み出し、これを前記第１生成手段が生成した前記第１ガンマ補正テーブルにより補正し、この補正された階調パタン情報に応じた画像を前記像担持体上に印刷する第２印刷手段と、前記第２印刷手段が前記像担持体上に印刷した画像の濃度を前記トナー付着量センサにより検出し、この画像濃度を前記記憶手段が記憶する前記基準濃度値と比較して濃度偏差を計算する計算手段と、前記計算手段が求めた前記濃度偏差に基づいて、新たな第２ガンマ補正テーブルを生成する第２生成手段と、原稿上の画像情報を前記スキャナを用いて読み取り、読み取った画像情報を前記第２生成手段が生成した前記第２ガンマ補正テーブルにて補正し、補正された画像情報に基づく画像を画像記録媒体上に形成する画像形成手段と、を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】 画像形成方法であって、所定記憶領域に格納された階調パタン情報を読み出し、これに応じた画像を画像記録媒体上に形成するパタン形成工程と、前記パタン形成工程にて形成された前記画像記録媒体上の階調パタンをスキャナを用いて読み取り、読み取った画像情報に基づいて第１ガンマ補正テーブルを生成する第１生成工程と、前記所定記憶領域に格納された前記階調パタン情報を読み出し、前記第１生成工程で生成した前記第１ガンマ補正テーブルに応じてこれを補正し、補正された前記階調パタン情報に応じた画像を像担持体上に印刷する第１印刷工程と、前記第１印刷工程で前記像担持体上に印刷した画像の濃度をトナー付着量センサにより検出し、この画像濃度を基準濃度値として記憶領域に記憶する記憶工程と、任意のタイミングで、前記所定記憶領域に格納された前記階調パタン情報を読み出し、これを前記第１生成工程で生成した前記第１ガンマ補正テーブルにより補正し、この補正された階調パタン情報に応じた画像を前記像担持体上に印刷する第２印刷工程と、前記第２印刷工程で前記像担持体上に印刷した画像の濃度を前記トナー付着量センサにより検出し、この画像濃度を前記記憶工程で記憶する前記基準濃度値と比較して濃度偏差を計算する計算工程と、前記計算工程で求めた前記濃度偏差に基づいて、新たな第２ガンマ補正テーブルを生成する第２生成工程と、原稿上の画像情報を前記スキャナを用いて読み取り、読み取った画像情報を前記第２生成工程で生成した前記第２ガンマ補正テーブルにて補正し、補正された画像情報に基づく画像を画像記録媒体上に形成する画像形成工程と、を具備することを特徴とする画像形成方法。


